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写真 1　　船尾での GPS 測定とインタビュー調査
海水・海風を防止するためにビニールで覆った携帯
用 GPS を作動させながら、海図でもヤマアテのポ


















































高 590.3 m）をモトヤマ、図中の a：加江一
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13）若林良和『水産社会論―カツオ漁業研究によ
る「水産社会学」の確立を目指して―』、御茶ノ









































2000、所収）97 ～ 114 頁。河原はこの論文に関
する調査に同行し、著者とともに小型底引き網
漁船に同乗した。そのとき、著者は防水用ビデ
オ・カメラを操作し、携帯 GPSで位置確認をし
ていた。このように多様な機材を併用するので、
漁業者の行動については筆記することが困難な
ため、著者はテープレコーダーに観察したこと
を自らの言葉で録音し、のちに文字化していた。
23）バーチャル地図を提示したとき、漁業者から
は「このように見える」「実物とあまりかわらな
い」という感想が得られた。
